
　
１
作
目
で
は
本
市
に
お
い
て

も
水
耕
栽
培
で
メ
ロ
ン
が
で
き

る
こ
と
を
実
証
。
２
作
目
で
は

冬
場
で
も
栽
培
が
可
能
で
あ
る

こ
と
を
実
証
。
そ
し
て
、
今
回

の
３
作
目
で
は
、
本
市
の
主
力

品
種
「
タ
カ
ミ
」
と
「
レ
ノ

ン
」
の
栽
培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
た
。
レ
ノ
ン
は
、
見
た
目

や
食
味
が
土
耕
栽
培
と
同
程
度

の
も
の
が
収
穫
で
き
た
の
に
対

　
県
の
ま
と
め
に
よ
る
と
令
和

２
年
度
の
新
規
就
農
者
数
は
３

０
３
人
と
過
去
最
多
を
記
録
。

本
市
に
お
い
て
も
令
和
２
年
度

の
新
規
就
農
者
数
は
13
人
で
、

こ
こ
５
年
で
は
最
多
と
な
り
ま

し
た
。
暑
い
夏
も
終
わ
り
稲
刈

り
の
季
節
を
迎
え
た
今
回
は
、

就
農
４
年
目
の
中
村
さ
ん
に
お

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
元
々
、
県
内
の
警
備
会
社
で

７
年
ほ
ど
勤
め
な
が
ら
、
父
の

農
業
を
手
伝
っ
て
い
た
中
村
さ

ん
。
手
伝
っ
て
い
る
う
ち
に
、

農
業
で
自
立
す
る
こ
と
を
決

意
。
稲
垣
地
区
の
農
業
法
人
で

２
年
ほ
ど
研
修
を
受
け
、
コ
ン

バ
イ
ン
の
乗
り
方
を
は
じ
め
農

業
の
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。
平

成
30
年
４
月
、「
農
業
次
世
代
人

材
投
資
資
金(

経
営
開
始
型)
」

を
活
用
し
就
農
。
水
稲
を
主
体

に
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
ネ
ギ
の

栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
農
業
を
始
め
た
時
は
水
稲
５

㌶
弱
ほ
ど
だ
っ
た
が
、
約
11
・

２
㌶
ま
で
規
模
を
拡
大
し
た
。

今
後
も
少
し
ず
つ
広
げ
て
い
き

た
い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

　
今
年
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
も

っ
と
早
い
時
期
に
収
穫
し
よ
う

と
考
え
、
定
植
を
４
月
中
旬
か

ら
４
月
上
旬
に
早
め
た
と
こ

ろ
、
霜
の
影
響
を
か
な
り
受
け

て
し
ま
い
、
最
終
的
に
半
分
は

売
り
物
に
な
ら
な
か
っ
た
そ
う

で
す
。「
そ
れ
で
も
、
自
分
な
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
結
果
だ
か

ら
」
と
先
を
見
据
え
て
い
ま
し

た
。

　
人
と
話
す
の
が
好
き
だ
と
言

う
中
村
さ
ん
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
の

前
は
、
農
協
の
部
会
や
研
修
、

さ
ま
ざ
ま
な
メ
ー
カ
ー
の
講
習

会
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て

い
た
。
勉
強
に
な
る
し
、
お
か

げ
で
農
家
の
知
り
合
い
も
で
き

た
。
悩
ん
だ
と
き
に
相
談
す
る

と
、
皆
さ
ん
親
切
に
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
く
れ
る
」
と
、
人
と
の

つ
な
が
り
に
支
え
ら
れ
て
い
る

と
語
り
ま
す
。

　
品
質
向
上
、
作
業
効
率
ア
ッ

プ
、
規
模
拡
大
な
ど
を
図
り
、

安
定
し
た
経
営
を
実
現
し
た
い

と
話
す
中
村
さ
ん
は
、
田
畑
の

土
壌
分
析
を
行
い
、
足
り
な
い

成
分
を
補
う
な
ど
、
デ
ー
タ
の

活
用
に
も
積
極
的
。「
ド
ロ
ー

ン
を
使
用
す
る
農
家
が
増
え
て

い
る
。
も
っ
と
普
及
が
進
み
価

格
が
下
が
れ
ば
導
入
し
て
み
た

い
」
と
ス
マ
ー
ト
農
業
も
視
野

に
入
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
２
児
の
父
で
も
あ
る
中

村
さ
ん
。
４
歳
に
な
る
長
男
が

作
業
し
て
い
る
倉
庫
に
た
ま
に

遊
び
に
来
く
る
そ
う
で
、「
目
、離

さ
い
ね
は
ん
で
、
仕
事
は
げ
い

が
ね（
仕
事
が
は
か
ど
ら
な
い
）」

と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
飽
く
な
き
向
上
心
で
農

業
に
取
り
組
む
中
村
さ
ん
の
挑

戦
は
続
き
ま
す
。

し
、
タ
カ
ミ
は
超
大
玉
傾
向

で
、
大
き
い
も
の
で
は
１
玉
5.2

㌔
、
直
径
23
㌢
と
ス
イ
カ
並
み

の
大
き
さ
に
な
る
も
の
も
。
７

月
26
日
に
試
食
会
を
行
い
、
肝

心
の
食
味
に
つ
い
て
、
倉
光
市

長
は
「
し
つ
こ
く
な
い
甘
さ
で

上
品
な
味
わ
い
」
と
上
々
の
出

来
に
笑
顔
を
見
せ
、「
改
良
を

重
ね
１
年
中
収
穫
で
き
る
よ
う

に
体
制
を
整
え
た
い
。
栽
培
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
確
立
さ
せ
、
新
規

就
農
者
を
は
じ
め
誰
で
も
気
軽

に
取
り
組
め
る
も
の
に
し
た

い
」
と
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

　
こ
こ
ま
で
大
玉
に
育
っ
た
要

因
に
品
種
の
特
性
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
タ
カ
ミ
は
高
温
期
に
な

る
と
大
玉
に
な
り
や
す
く
、
特

に
今
夏
は
日
照
が
良
く
暑
い
日

が
続
い
た
こ
と
が
影
響
し
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
水

耕
栽
培
は
栽
培
槽
に
常
時
、
養

液
を
循
環
さ
せ
て
メ
ロ
ン
を
育

て
ま
す
。
土
耕
栽
培
で
は
水
管

理
に
よ
り
生
育
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
ま
す
が
、
水
耕
栽
培
で
は

収
穫
さ
れ
る
ま
で
果
実
が
養
分

を
吸
収
し
生
育
し
続
け
る
た

め
、
大
玉
傾
向
に
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
４
作
目
で
は
、
タ
カ
ミ
よ
り

も
一
回
り
小
さ
い
サ
イ
ズ
の
品

種
「
タ
カ
ミ
Ａ
」
と
、
網
目
が

太
く
て
は
っ
き
り
し
て
い
る
の

が
特
徴
の
「
ウ
ィ
ッ
シ
ュ
」、

比
較
用
に
「
マ
ス
ク
メ
ロ
ン
」

の
３
品
種
の
栽
培
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、
水
耕
栽
培
に
適
し
た
品

種
を
探
り
ま
す
。
タ
カ
ミ
Ａ
と

ウ
ィ
ッ
シ
ュ
は
節
間
が
短
い
の

で
多
収
量
が
期
待
で
き
ま
す
。

４
作
目
は
、
８
月
27
日
に
播

種
、
９
月
６
日
に
定
植
を
終

え
、
12
月
上
旬
の
収
穫
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

レノン
78個（20.5％）
90日
16玉
12.6度
2.1㌔
16.0㌢

タカミ
65個（16.9％）交配数（着果率）

播種から初収穫
までの日数
収穫量

（１株当たり）
平均糖度

（１株当たり）
平均果重

（１株当たり）
平均直径

（１株当たり）

85日
11玉
15.5度
3.8㌔
21.4㌢

Ⓐ
昨
年
購
入
し
た
コ
ン
バ
イ
ン
で
稲
刈
り
の
作
業
効
率
が
向
上
　
Ⓑ
も
み
す
り
機

の
状
況
確
認
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
　
Ⓒ
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
操
縦
は
手
慣
れ
た
も
の

水稲約11.2㌶、ブロッコリー約1.2㌶、
ネギ約0.3㌶などを栽培。2児の父。
趣味は自動車・バイク・農業機械の整備。

稲
垣
町
豊
川  
中
村 

　泰
也 

さ
ん

Yasunari
Nakamura

　
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金(

経
営

開
始
型)

　
新
規
就
農
者
に
、経
営
開
始
１
〜
３

年
目
は
年
間
１
５
０
万
円
、経
営
開
始

４
〜
５
年
目
は
年
間
１
２
０
万
円
を
交

付
す
る
制
度
。

　
詳
し
く
は
下
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

水
耕
栽
培
３
作
目

は
じ
め
ま
し
た

つ
が
る
市
で
農
業

初
収
穫
の
タ
カ
ミ
は
上
品
な
味
わ
い

３
作
目
で
は「
タ
カ
ミ
」

と「
レ
ノ
ン
」を
収
穫

ど
う
し
て
超
大
玉
の

タ
カ
ミ
が
で
き
た
の
か

気
に
な
る
４
作
目
は

父
の
農
業
を
継
承
し
就
農

失
敗
は
次
へ
の
糧

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

農
業
を
ひ
た
す
ら
に

メロンの苗を栽培槽1台に1株ずつ定植

待望のタカミを試食する倉光市長

３作目試験結果

試食会で測定した
　　タカミの糖度は17.9度！

あまりの大きさに
落下しないよう支えられたタカミ

播種槽で種から育てたメロンの苗 ピンセットで一粒一粒種を播種槽へ

４
作
目
が
ス
タ
ー
ト
！

Ⓐ

Ⓑ

Ⓒ
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よ
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に
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え
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と
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り
や
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に
今
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は
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が
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く
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い
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が
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た
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と
が
影
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し
た
と
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え
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れ
ま
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ら
に
、
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栽
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は
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槽
に
常
時
、
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液
を
循
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さ
せ
て
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を
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ま
す
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で
は
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管

理
に
よ
り
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を
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ト
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ま
す
が
、
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で
は
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さ
れ
る
ま
で
果
実
が
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分

を
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し
生
育
し
続
け
る
た

め
、
大
玉
傾
向
に
な
っ
た
と
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え
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れ
ま
す
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４
作
目
で
は
、
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も
一
回
り
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さ
い
サ
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ズ
の
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種
「
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ミ
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」
と
、
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目
が
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は
っ
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り
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て
い
る
の

が
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の
「
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ッ
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」、
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に
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」
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の
栽
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に
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レ
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、
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栽
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に
適
し
た
品

種
を
探
り
ま
す
。
タ
カ
ミ
Ａ
と

ウ
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ッ
シ
ュ
は
節
間
が
短
い
の

で
多
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量
が
期
待
で
き
ま
す
。

４
作
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は
、
８
月
27
日
に
播

種
、
９
月
６
日
に
定
植
を
終

え
、
12
月
上
旬
の
収
穫
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

レノン
78個（20.5％）
90日
16玉
12.6度
2.1㌔
16.0㌢

タカミ
65個（16.9％）交配数（着果率）

播種から初収穫
までの日数
収穫量

（１株当たり）
平均糖度

（１株当たり）
平均果重

（１株当たり）
平均直径

（１株当たり）

85日
11玉
15.5度
3.8㌔
21.4㌢

Ⓐ
昨
年
購
入
し
た
コ
ン
バ
イ
ン
で
稲
刈
り
の
作
業
効
率
が
向
上
　
Ⓑ
も
み
す
り
機

の
状
況
確
認
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
　
Ⓒ
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
操
縦
は
手
慣
れ
た
も
の

水稲約11.2㌶、ブロッコリー約1.2㌶、
ネギ約0.3㌶などを栽培。2児の父。
趣味は自動車・バイク・農業機械の整備。

稲
垣
町
豊
川  

中
村 

　泰
也 

さ
ん

Yasunari
Nakamura

　
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金(

経
営

開
始
型)

　
新
規
就
農
者
に
、経
営
開
始
１
〜
３

年
目
は
年
間
１
５
０
万
円
、経
営
開
始

４
〜
５
年
目
は
年
間
１
２
０
万
円
を
交

付
す
る
制
度
。

　
詳
し
く
は
下
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

水
耕
栽
培
３
作
目

は
じ
め
ま
し
た

つ
が
る
市
で
農
業

初
収
穫
の
タ
カ
ミ
は
上
品
な
味
わ
い

３
作
目
で
は「
タ
カ
ミ
」

と「
レ
ノ
ン
」を
収
穫

ど
う
し
て
超
大
玉
の

タ
カ
ミ
が
で
き
た
の
か

気
に
な
る
４
作
目
は

父
の
農
業
を
継
承
し
就
農

失
敗
は
次
へ
の
糧

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

農
業
を
ひ
た
す
ら
に

メロンの苗を栽培槽1台に1株ずつ定植

待望のタカミを試食する倉光市長

３作目試験結果

試食会で測定した
　　タカミの糖度は17.9度！

あまりの大きさに
落下しないよう支えられたタカミ

播種槽で種から育てたメロンの苗 ピンセットで一粒一粒種を播種槽へ

４
作
目
が
ス
タ
ー
ト
！

Ⓐ

Ⓑ

Ⓒ

3 広報つがる 2021. 10月号


